
【文化環境部】

件 名 府立大学における研究開発成果有体物に係る取扱いについて

府立大学で研究開発取得された菌株の譲渡を大学に願い出た
ところ、３菌株は譲渡されたが、残りの４菌株は拒否されてい

申 立 概 要 る。その対応に納得できないため、大学宛に文書照会したが、

【受理 24.7.20】 その回答が実質的な回答になっていない。
当該菌株についての権利帰属、保管状況等について、調査を

求める。

○ 府立大学において、研究開発成果有体物の取扱いについて
は、研究開発者の判断により、原則有用なものについては大
学帰属とされ、（独）理化学研究所等公的機関に寄託するこ
とにより、維持・保存・品質管理及び研究者へ提供等するこ
ととされています。

○ 府立大学の調査によると、申立ての菌株は、大学帰属では
確 認 事 項 なく、研究開発者個人の帰属とされていたもので、その管理

状態から大学として提供することが不可能と判断されたこと
が判明しましたが、その旨を含め、研究開発成果有体物に係
る学内の取扱いについて、大学としてより丁寧な説明が望ま
しかったと考えられます。

なお、研究開発成果有体物の取扱いの規程については、現
在未整備ですが、今後検討予定であることを確認しました。

○ 所管部局（文化環境部）を通じて、府の出資法人である京
都府公立大学法人（府立大学）に対して、次のとおり要望し

結 果 ました。

（意見・要望）

【通知 24.8.20】 ・ 今回の申立てを真摯に受け止め、研究活動や大学運営に係
る問合せ等については、その趣旨等も十分理解した上で、丁
寧な説明に努めるとともに、早期に規程等の整備に向け検討
を進めること。

対 応 状 況
・ 研究成果有体物の適正な管理、外部機関等との円滑な研究

協力を図るよう、研究成果有体物取扱規程を平成２７年４月
１日付けで制定しました。

※ 対応状況については、所管部局からの報告を基に記載


